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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国土技術政策総合研究所熊本地震復旧対策研究室長の星隈です。私の方からは、熊本地震復旧対策研究室の業務概要についてご説明申し上げます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国総研では、昨年の熊本地震の発生直後から、国土交通省の研究機関として本省や九州地方整備局と連携し、現地に職員を派遣するとともに、被害状況の調査や応急復旧等に関する技術的支援を実施してきております。国総研が実施した調査結果は、施設を管理している自治体等にご説明するとともに、国の技術基準類への反映、講演会等での報告のほか、「熊本地震土木施設被害調査報告書」として公表する等、幅広い活動を実施してきたところでございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、熊本地震復旧対策研究室でございますが、これまでの国総研での調査、支援活動を踏まえつつ、熊本地震からの復旧・復興事業をより加速化させるため、現地に常駐する研究室が中心となり、国総研の各分野の研究部とも連携して、熊本復興事務所と車の両輪となって取り組んでまいります。また、これまでの地震対策に関する研究や国の技術基準類の作成の経験に加え、既往の震災で得られている知見、全国から寄せられている地震対策への技術相談への対応経験等をもフルに活用し、大きく分けて２つの任務を実施してまいります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、１つ目ですが、九州地方整備局熊本復興事務所との連携を密にし、復旧事業における高度な専門的技術を要する課題に対して、現地にて速やかに課題解決に取り組んでまいります。
 
代表事例として橋梁を例に具体的に紹介いたします。例えば、阿蘇長陽大橋では、斜面崩落により橋の土台が沈下する等の被害が生じました。今回の被害の状況、ならびに、周辺地盤の詳細な調査の結果を踏まえ、仮に同様な斜面崩落が生じたとしても土台が沈下しにくくなるよう、その土台の構造形式について技術的な助言をしてきています。
また、ひびわれが生じた橋脚の補修方法については、橋脚の断面内部にコンクリートを充填する特殊な工法を適用しており、その技術的助言も行っております。これらの助言を踏まえ、現在、補修工事が進められている状況でございますが、今後の新たな技術的な課題に対応できるように、熊本復興事務所との連携を強化してまいります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、桑鶴大橋ですが、この橋は、主塔から斜めに張ったケーブルで橋桁を支える構造の斜張橋でございます。今回の地震の影響により、橋桁の位置がずれ、橋の一方の端部側が浮き上がり、一部のケーブルにたるみが生じる等の大きな被害が生じております。特殊な構造の橋であるため、その復旧には高度に専門的技術を要する課題があります。これらの課題に対して、現地での調査結果等を踏まえ、速やかに解決を図るための検討を行い、技術的な側面から、早期の復興を全面的に支援してまいります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、２つ目でございますが、今回の復旧事業を通じて得られる技術的な知見を収集し、国等の技術基準類等へ反映させていくための研究に取り組んでまいります。
 
今回の地震では、例えば橋では、橋を支えている地盤の動きに伴い、復旧に長期間を要するような被害が生じました。被災した橋の現地調査や復旧工事のプロセスにおいて得られる情報を技術的知見として広く発信していくとともに、橋としての機能を回復しやすい橋の耐震構造等について先進的な研究を進めていきたいと考えています。
 
最後になりますが、熊本地震復旧対策研究室といたしましても、熊本復興事務所や国総研の各研究部と連携し、熊本地震からの早期復興に貢献できるよう、精一杯努めてまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
 
ありがとうございました。
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